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(1) 連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 715,349 4.2 114,787 △4.8 98,993 △7.0 78,692 7.4

2025年3月期第1四半期 686,670 9.1 120,530 50.3 106,469 57.8 73,300 63.6

(注) 包括利益 2026年3月期第1四半期 81,643百万円 (8.6％) 2025年3月期第1四半期 75,155百万円 (11.1％)

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年3月期第1四半期 69.56 －

2025年3月期第1四半期 64.79 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 10,096,416 2,917,555 28.8

2025年3月期 10,174,224 2,872,216 28.1

(参考) 自己資本 2026年3月期第1四半期 2,904,607百万円 2025年3月期 2,859,544百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 － 26.00 － 34.00 60.00

2026年3月期 －

2026年3月期(予想) 31.00 － 31.00 62.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,023,000 4.7 387,000 2.7 323,000 0.4 227,000 1.2 200.66

1．2026年3月期第1四半期の連結業績(2025年4月1日～2025年6月30日)

(2) 連結財政状態

2．配当の状況

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3．2026年3月期の連結業績予想(2025年4月1日～2026年3月31日)

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2026年3月期1Q 1,134,412,200株 2025年3月期 1,134,412,200株

② 期末自己株式数 2026年3月期1Q 3,148,731株 2025年3月期 3,125,979株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2026年3月期1Q 1,131,274,745株 2025年3月期1Q 1,131,336,115株

※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：　無

新規 　－　社   (社名) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　除外 　－　社  (社名)

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：　無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更　　： 無

② ①以外の会計方針の変更　　　　　　　　　： 無

③ 会計上の見積りの変更　　　　　　　　　　： 無

④ 修正再表示　　　　　　　　　　　　　　　： 無

(4) 発行済株式数(普通株式)

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー　：　有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　当社は、2025年7月31日に、アナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。この説明会の資料については、当社ホームページをご参照ください。
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１．経営成績等の概況

　当第１四半期連結累計期間の営業収益は、鉄道のご利用増やエキナカ店舗の売上増に伴い、すべてのセグメントで増

収となったことなどにより、前年同期比4.2％増の7,153億円となりました。また、営業利益は、不動産販売の利益減な

どにより、前年同期比4.8％減の1,147億円、経常利益は前年同期比7.0％減の989億円となりましたが、親会社株主に帰

属する四半期純利益は、投資有価証券売却益の計上などにより、前年同期比7.4％増の786億円となりました。

　なお、詳細につきましては、2025年７月31日公表の決算補足説明資料「2026年３月期　第１四半期決算説明資料」を

ご覧ください。決算補足説明資料は、本日、当社ホームページに掲載するとともに、TDnetで開示しております。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 233,663 184,751

受取手形、売掛金及び契約資産 684,893 631,111

未収運賃 77,836 61,725

有価証券 10 10

販売用不動産 68,596 74,059

棚卸資産 115,251 136,720

その他 72,486 75,269

貸倒引当金 △2,704 △2,722

流動資産合計 1,250,033 1,160,925

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,116,551 4,131,426

機械装置及び運搬具（純額） 739,325 725,311

土地 2,216,525 2,220,389

建設仮勘定 645,968 670,794

その他（純額） 73,790 71,446

有形固定資産合計 7,792,162 7,819,369

無形固定資産 209,477 203,654

投資その他の資産

投資有価証券 506,182 527,599

長期貸付金 2,271 2,287

繰延税金資産 306,915 279,255

退職給付に係る資産 1,838 2,078

その他 107,572 103,472

貸倒引当金 △2,229 △2,225

投資その他の資産合計 922,550 912,467

固定資産合計 8,924,190 8,935,491

資産合計 10,174,224 10,096,416

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 53,738 41,041

短期借入金 141,711 141,588

１年内償還予定の社債 207,545 222,545

１年内に支払う鉄道施設購入長期未払金 4,563 4,563

未払金 617,665 307,936

未払消費税等 24,002 17,978

未払法人税等 27,020 9,210

預り連絡運賃 48,420 46,078

前受運賃 90,958 99,396

賞与引当金 75,832 43,197

災害損失引当金 589 589

その他 449,942 680,261

流動負債合計 1,741,990 1,614,387

固定負債

社債 3,038,828 3,008,841

長期借入金 1,260,561 1,260,559

鉄道施設購入長期未払金 302,140 302,140

繰延税金負債 1,989 2,234

新幹線鉄道大規模改修引当金 216,000 222,000

災害損失引当金 3,000 3,000

退職給付に係る負債 432,908 437,204

その他 304,589 328,494

固定負債合計 5,560,017 5,564,474

負債合計 7,302,007 7,178,861

純資産の部

株主資本

資本金 200,000 200,000

資本剰余金 93,747 93,604

利益剰余金 2,451,848 2,494,007

自己株式 △6,025 △6,067

株主資本合計 2,739,570 2,781,544

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 96,650 102,337

繰延ヘッジ損益 3,134 89

土地再評価差額金 △1 △1

為替換算調整勘定 182 932

退職給付に係る調整累計額 20,006 19,704

その他の包括利益累計額合計 119,973 123,063

非支配株主持分 12,672 12,947

純資産合計 2,872,216 2,917,555

負債純資産合計 10,174,224 10,096,416

- 4 -

東日本旅客鉄道株式会社（9020） 2026年3月期　第1四半期決算短信



(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年６月30日)

営業収益 686,670 715,349

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 409,173 430,024

販売費及び一般管理費 156,966 170,538

営業費合計 566,140 600,562

営業利益 120,530 114,787

営業外収益

受取利息 16 57

受取配当金 3,222 3,350

持分法による投資利益 1,090 1,269

雑収入 1,798 2,421

営業外収益合計 6,127 7,100

営業外費用

支払利息 17,900 19,655

雑支出 2,287 3,239

営業外費用合計 20,187 22,894

経常利益 106,469 98,993

特別利益

投資有価証券売却益 － 22,171

工事負担金等受入額 2,727 958

その他 550 226

特別利益合計 3,278 23,356

特別損失

工事負担金等圧縮額 2,667 603

減損損失 895 2,586

地域交通協力金 － 3,366

その他 1,486 3,013

特別損失合計 5,049 9,568

税金等調整前四半期純利益 104,698 112,780

法人税、住民税及び事業税 4,278 6,508

法人税等調整額 26,722 27,494

法人税等合計 31,000 34,002

四半期純利益 73,697 78,778

非支配株主に帰属する四半期純利益 397 85

親会社株主に帰属する四半期純利益 73,300 78,692

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

- 5 -

東日本旅客鉄道株式会社（9020） 2026年3月期　第1四半期決算短信



(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年６月30日)

四半期純利益 73,697 78,778

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,008 4,103

繰延ヘッジ損益 511 △3,125

為替換算調整勘定 25 738

退職給付に係る調整額 △1,192 △211

持分法適用会社に対する持分相当額 105 1,359

その他の包括利益合計 1,457 2,864

四半期包括利益 75,155 81,643

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 74,734 81,568

非支配株主に係る四半期包括利益 420 74

四半期連結包括利益計算書

【第１四半期連結累計期間】
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年６月30日)

減価償却費 97,637百万円 101,739百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

(注)のれんの償却額については、金額の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（単位：百万円）

運輸事業
流通・

サービス事業

不動産・

ホテル事業

そ　の　他

(注)１
合　計

調　整　額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

売　上　高

外部顧客への売上高 465,062 90,878 109,743 20,986 686,670 － 686,670

セグメント間の内部売上高

又は振替高
14,057 8,724 6,496 38,325 67,604 △67,604 －

計 479,120 99,603 116,240 59,311 754,275 △67,604 686,670

セ グ メ ン ト 利 益 68,674 13,057 33,978 4,185 119,896 633 120,530

（単位：百万円）

運輸事業
流通・

サービス事業

不動産・

ホテル事業

そ　の　他

(注)１
合　計

調　整　額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

売　上　高

外部顧客への売上高 485,299 96,298 110,539 23,211 715,349 － 715,349

セグメント間の内部売上高

又は振替高
16,251 9,848 6,709 41,038 73,847 △73,847 －

計 501,551 106,147 117,248 64,250 789,197 △73,847 715,349

セ グ メ ン ト 利 益 67,772 14,136 28,412 3,564 113,886 900 114,787

（セグメント情報等の注記）

（報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報）

前第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、クレジットカード事業等

のIT・Suica事業、情報処理業等を含んでおります。

 ２　セグメント利益の調整額633百万円には、固定資産及び棚卸資産の未実現損益の消去額763百万円、

 　セグメント間取引消去△126百万円などが含まれております。

 ３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、クレジットカード事業等

のIT・Suica事業、情報処理業等を含んでおります。

 ２　セグメント利益の調整額900百万円には、固定資産及び棚卸資産の未実現損益の消去額965百万円、

 　セグメント間取引消去△58百万円などが含まれております。

 ３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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（追加情報）

（退職給付制度の改定）

　当社は、2026年４月１日付で現行の退職金制度の改定を行い、退職一時金制度から確定拠出年金制度への移行を

予定しております。これに伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」(企業会計基

準適用指針第１号　平成28年12月16日)及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」(実務

対応報告第２号　平成19年２月７日)を適用する予定でありますが、影響額については現在算定中であります。

（地域交通協力金による特別損失）

　大雨により運転を見合わせていた津軽線蟹田・三厩間の自動車交通への輸送モード転換に伴い、自動車交通の運

行等を行うNPO法人への運行等に係る経費の拠出予定総額3,366百万円を「地域交通協力金」として特別損失に計上

しております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

    2025年７月31日

東日本旅客鉄道株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 薊　　　和　彦

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 中　村　太　郎

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 斉　藤　直　樹

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている東日本旅客鉄道株式会社の2025年４月１日から2026年

３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四半期連結

累計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度
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(注)１　上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められない

かどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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